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十
二
鴻

7
千
畑
光
で
あ
っ
て
､
共
中
輸
入
三

九
､
七
八
八
㌧
0
0
0
耽
克
粕
川
7
H

二
､
九
三
三
'
0
0
0
鵬
完
で
あ

る
之
か
前
叩
比
,1
比
校
了

C･と
他
郷
に
於
て
約
二
二
%
瞬
入
'1
放
て
E
:

三
%
､
輪
山

1
九
%
の
相
加
で
み
る
｡
日
本
エ
リ
の
輸
入
が

7
九
二
七

年
に
放
て
前
叫
よ
り
も
凹
六
%
相
加
L

t

7
九
二
八
年
に
於
て
史
に
凹

三
%
か
聯
加
L
i1
=
と
は
欣
ぶ

べ
き
韓
食
で
あ
る
0

日
本
よ
り
の
情
人
は

食
料
及
飲
料
晶

T
J
三
四
九
､

〇
〇
〇
鵬光
'

朋
料
及
牛
製
品
二
三

'
7
H

五
､
0
0
0
鵬
光
既
製
品

1六
㌧二
二凹
'

o
o
o

臓

光
で
あ
る
O
食
料
及
飲
料
品
の
申
誼
鮮
な
絹
は
縫
物
伽
洲
胎

で
あ
り
.
次
に
加
は
六
十
二
L=:
耽
光
に
劫
し
た
O
原
料
及
牛
製
品
り
部

に
於
て
生
糸
及
脚
'
エ
難
用
魚
軸
､
府
軸
､
紐
築
材
'
盤

天

､
附
子
が

あ
る
｡
放
水
材
は
主
と
し

て梓
で
あ
っ
て
'
三
i･
七
甘
六
十
八
噸
に
連

L
Ll
t
鉱
夫
は
八
十
粥

マ
ー
ク
か
ら
八
十
五
苅

マ
ー
ク
に
将
如
し
日
本

の
弼
雛
拓
で
あ
る
｡
其
利
川
他
陶
の
L城
大
と
北
ハ
に
滑
水
有
盟
.i,
あ
る
0

批
姓
品
り
坤
に
絹
的
物
餅

叫
で
北
蝉
及
嫉
輿
製
品
の
恩
も
多

い
.
佃
又

こ
の
間
に
於
て
-
大
豆
の
抽
入
が
放
村
し
て
ゐ
る
と
同
峠
に
五
油
は
そ

の
,抽
入
が
減
じ
て
与
il
o

狗
迫
か
ら
日
本

へ
の
輸
出
は
食
料
及
飲
料
五
十
端

マ
ー
ク
原
料
及
牛

塊
品
川
千
八
骨
端
'
放
出
晶

丁
倍
大
千
川
.p
四
十
ttlZ
マ
ー
ク
で
あ
る
｡

原
料
及
年
製
晶
の
愉
川
村
加
代
硫
安
の
輸
入
柵
加
Li
よ
る
､
紙
製
〓=｡.
め

中
城
淑

EM､
化
畢
及
軸
率
製
品
､
機
械
如
'
毛
糸
､
時
計
釆
群
粕
巧
晶

純
及
製
品
'
杓

子
及

出
品
'
沓
純
及
楽
譜
'
7
ヰ
ル
i
辞
で
諸
件
架
潜

の
仰
げ
二
打
八
十
航

マ
ー
ク
に
達
す

る
.
=
れ

げ
前
年
よ
り
も
十

丁
前

ヤ
ー
グ
の
榊
加
で
み
ろ
｡
獅
迫
の
本
か
-
む
…聯
瀞
･J
多

い
-
云
ふ
べ
し

第

二

娩

貢

ハ

七
四

で
あ
ら

う
｡

但
し
猟
泡
の
輸

出
紐
解
二
甘
六
十
位

マ
ー
ク
'1
此
し
て
'

日
軸
の
斑
晶
御t
は
〇
､
九
七
%
'
粍
迫
か
ら
ILJd
Li
H
本
川
､
貿
易
仕
柄

け
問
と
し
て
餌
十

七
倣
.1
あ
た
り
､
日
本
か
ら
の
輸
入
脚
と
し
て
は
第

四
十
七
低
に
衣
る
に
過
ぎ
な
い
O

O

甫

阿

の
満

俺

鍍

開

費

爾
阿
金
剛
石
鹸
地
と
し
て
和
裁
な
キ

ソ
バ
-
1
の
田
方
六
十
R
.哩
の
地
に
コ
ー
プ
マ
/
ス
フ
オ
ン
テ
ン
と
い

ふ

小
さ

い
町
が
あ
る
そ
の
附
妃
に
-
二
三
の
金
剛

石
鎖
国
が
あ

る
が
'

故
神
前
こ
1
に
非
骨
に
蛾
許
な
満
俺
幼
脈
が
発

見
さ
れ
i1
､
J
JS
r鈍
脈

は
延
長
四
十

哩
に
及
ぶ
賠
火
な
-
の
で
､
町
の
耐
力
五
鵬
の
地
鮎
か
ら

北
光
す
る
が
マ
ガ
ラ
-
･h
デ
と
柿
す
る
丘
脈
と
'
そ
の
東
方
に
隔
五
哩

根
の
平
坦
な
潜
石
地
砕
な
(
だ
て
･̂
断
甑
起
伏
す
る
ク
-
タ
ブ
フ
ォ
ン

テ
ン
-
ツ
ゲ
山
中
に
叫
裁
ru
れ
る
.
そ
J
'で
愈
今
回
=
の
伊
へ
蛾
迫
な

つ

け

る
=
と

に
な
っ
た
｡
こ
の
銭
迫
に
射
し
新
企
業
の
骨
杜
は
年
々
二

十
鵜
ト
ン
方
讐

二
十
五
鞘
岬
の
マ
ン
か
ソ
改
み
輸
出
す
る
､
…

在
的
来

し
た
'
恐
ら
-
今
日
よ
り
こ
年
後

Li
は
南

阿
聯
邦
か
ら
範
年
二
､
三
十

試
ト
ン
の
満
仲
が
輸
出
･t,れ
､
凝
ら
Li
五
年
筏
に
は
'
ナ
タ
ー
ル
州

コ

レ
ン
リ
其
他
に
祉
誰
等
･D
る
1
マ
ン
か
ゾ
工
場
か
ら
､
数
僻
順
に
止
る

各
稀

の
フ
ェ
ロ
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ロ
イ
が
掃
出

せ
ら

1
に
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で
あ
ら
う
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カ
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チ
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解
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郵
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日
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鮮
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ド
何
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～
･出
的

宅
胎
私
へ
て
印
蛭
カ
ラ
チ
に
つ
-
O

本
航
鵠路
の
延
長
五
千
哩
'
仙
非

円朋
鹿
の
光
則
舶
規
格
で
あ
る
､
い
づ
れ
ほ
肺
炎
非
帝
蜘
私
始
ぷ
航
竣
細

岬

叔
深
紫
の
枠
組
と
な
る
で
あ
ら
う
｡
ホ
授
路
は
ヶ
一む
三
隅
と
し
こ
つ

の
隣
⊥
糊
払
以
て
辿
旅
す
る
O
光
-
節
分
の
川
､

パ
ー
セ
ル
'
セ
ノ
ア

の
問
に
列
神
棚
路
と
い
ふ
=
と
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あ
る
O

節
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隅
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筋

T
H

ロ
ン
ド
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バ

ー
せ
･li
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西
閉
)
凹
甘
八
十
五
雌

パ
ー
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ル
せ

ノ
ア
間
甘
五
十
州
､
夜
行
列
非
職
給

餌
二
院

シ

ョ
ー

ト

カ
ル
カ
ツ
カ
'
プ
ラ
イ
ソ
が
か
1
-
供
用

第
二
H
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ア
'
シ
ラ
ク
サ
(
シ
ソ
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1
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七
有
理
'
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印
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､

オ
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ア
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妨
三
E
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朝
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甘
五
十
哩
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ナ
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ペ
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ト

節
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ロ
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ア
周
三
甘
五
十
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解

三
隅
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2
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位
川

筋
四
日

牛
徒
ア
レ

キ
サ
ン
ド
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､
か
ザ
(
パ
レ
ス
ダ
イ
ン
)
閏

二
甘
八
十
哩

､

途

中

カ
イ
ロ
へ
往
役

節
五
日

が
ザ
､
バ
ス
ラ
(
イ
ラ
ク
)糊
九
甘
十
二

哩､
途
中
潜
陸
ラ

ト

パ
ア
(
シ
リ
ア
)
バ
ク
ダ
ッ
ド

節
六
日

バ
ス
ラ
'
ジ
ャ
ス
ク
(披
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)
問
甘
八
哩
､
泡
中
蔚
陳
ブ

1

-
ル
'
-
ソ
ダ
ー

(
柁

糊
)

弟
七
日

ジ
ャ
ス
ク
､

カ

ラ
チ
周
(
六
甘

棚
)
途
中
滞
隣
地
ダ
ブ

ダ

ー
ル
(
パ
ル
チ
ス
タ
ン
)

難

戦

節

叫
筒

口
ノ
ド
ノ
､
バ
I
せ

か

問
凹
打
八
十
哩
に
僻
川
さ
れ
る
飛

行

桝

は
γ
ル
ゴ

シ
I
孜
劫

槻
三

倍

も
和
し
､
二
十
六
人
の
脆
解
か
の

せ
る
滋
新
式
旗
解
棚
で
外
Li
接
維
額
三
銘
,S･の
せ
る
D
節
二
郎
の
千
八

官
五
十
雌
の
飛
行
粥
.3
.-･n

ビ
タ
ー
数
動
機
三
倍
私

有

し
金
槌
製
の
榊

艇
で
､
航
中
喫
鮒
が
ゆ
る
rJ
れ

る
｡
牲
批
墳
三
名
り
外
脹
解
椿
戦
敗
十

五
名
｡
節
三
匹
の
･J
の
げ
同
iJ
-
三
吸
取
批
廿
､
放
縦
菊
三
銘
の
外
戚

客
十
名
わ
の
bJ
る
｡
航
蟹
岬
刷
蛇
峡
:rTm
十
二
時
榊
､
列
碑
に
よ
る
時
払

加

へ
て
六
十
四
時
川

に
過
ぎ
な
い
c
P
O
汽
舶
の
ロ
y
ド
ン
'
ボ
ン
ベ

イ
十
,fd
H
関
に
比
べ
て
如
何
に
拙

い
=
と
で
あ
ら
う

か
Q

三
1
1二
十

日

カ
ラ
チ
韓
凹
月

7
日
ロ
ン
ド
グ
孜
の
節

7
次
湘
柑
以
後
過

叫
阿
米
田
よ

り
飛
ん
で
ゐ
る
.
倫
故
カ
ラ
チ
開
放
解
賃
金
甘
二
十
礎
'
淡
谷
の
雄
蕊

及
手
相
物
奇
計
二
甘
二
十
五
卦
庇
ま
で
ほ
無
料
で
あ
る

｡
佃
L
鵜
印
間

汽
舶

i
等
賃
金
は
七
十
五
時
乃
:hrj
九
十
五
櫛
で
め
TC･｡

獅
北
本
阿
波
洲
の
舶
淡
路
の
開
統
計
謡
も
あ
る
上
に
肺
衆
は
夜
行
私

や
つ
て
､
英
印
関
空

二
日
に
短
節
す
る
と
い
ほ
れ
て

ゐ
る
0
韓
治
時
間

は
軸
外
組
約
串
怖
節
二
年
第
七
班
か
見
よ
Q

O
瓜

嘘

の

タ

ピ

オ

カ

7
九
二
八
年
･･,b
ヤ
バ
.1
於
て
企
産
さ
れ

た
メ
3,
オ
カ
滑
粉
は
腔
脚
力
肘
で
十
補
訂九
千
噸
､

1
ガ
土
人
の
先
帝
高

大
仇
噸
で

'輸
出
十
二
舶
六
千
棚
の
多
に
止
っ
た
'
政
経
季
節
は
川
月
よ

り
十
月
迄
の
乾
燥
州
か
季
節
と
す
.
伏
澱
粉
紀
拙
容
易
な
れ
ば
な
り
､

原
料
の
芋
は
叩
申
成
育
す
れ
ど
､
多
-
凹
月
よ
り
十
月

迄
の
関
に
成
熟

す
る
枕
植
付
す
｡
澱
盛
郎
姐

孤は
雪

八
､
九
月
で

7
坤
の
申
分
一世
つ

く
る
､
故
事
よ
り
柵
製
粉
に
至
る
迄
に
二
つ
の
地
産
稚
路
め
り
｡
(

A
)

蒜
七

七
五



地

政

飾
十
二
番

7
工
機
に

於

て
地
平
か
焼
砕
き
紙
粉
の
托
泣
､
乾
燥
､
製
粉
迄
虫
部
抜

染
す
る
･1
の
に
し
て
概
ね
牧
人
無
給
の
大
工
粉
は
之
に
偽
す
､
何
れ
も

放
火
な
る
串
州

松
村
し
､
水
氾
毅
郎他
所
払
拭
街
す
､
(ち
)
日
食
の
小
工

場
に
て
は
蛙
芋
よ
り

和
製
紙
粉
か
つ
-
リ
之
か
附
近
の
解
離
工
機
に
欝

込
む
､
鵜
紛
工
場
は
此
土
人
粉
払
雄
め
､
侃
合
し
て
･;
己
の
ブ
ラ

ン
ド

に
施
す
ろ
椛
揃
膳
満
娯
す
'
全
部
支
那
人
の
紳
潜
に
し
て
市
偶
に
ょ

り

出
産
高
に
聯
滅
あ
り
O

O

中

村

､
松

山

閑

散

撞

梶

山

助

教

授

鍾

住

銀
て
留
学
中
の

杭
山
助
教
授
は
六
月
廿
三
日
鮎
楯
大
串
の
倒
堺
み
終
り
北
ア
メ
リ
カ
か

(
て
抑
朝
さ
れ
た
'
中
村
､
絵
山
術
数
蛇
-
亦
ジ
ャ
バ
の
太
平
拝
学
術

骨
誠
に
出
張
さ
れ
七
月

7
日
脚
任
さ
れ
た
､

靴
箱
は
三
北
淡
の
錦
出
か

ら
そ
の
朗
鵬
な
倣
餌
に
よ
っ
て
本
誌
が
光
彩
和
様

へ
る
で
あ
ら
う
串
私

刑
称
す
る
｡○書
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分
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と連銀
K
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)
の
意
義

[
沓
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分
岐
(
V
irg
a
tio
J
)
と
は
汐
ウ

ス
の
｢地
域
制
貌
箭
｣
妨

7
番

に
神
州
山
脈
の
末
の
如

く
鵜
つ
て
%
T姫
す
る
も
の
に
輿
(
i1
名

相
で
あ

a
.
餌
四
番
,1
生
っ
て
ア
パ
ラ
%
ア
山
脈
に
封
す
る
ア
ヂ
ロ
ン
グ
タ
グ

の
鵬
係
わ
前
額
の
虫
分
岐
で
あ
る
に
封
L
tJ
放
射
私
淑
勢
さ
れ
た
る
分

岐
と
L
主
介
蚊
の
犯
行
す
る
関
に
般
る
榊
部
的
現
象
と
見
る
0
7
〃
か

ゾ
托
叔
t-1
の
並
脚
詑
種
痘
節
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お
い
て
分
蚊
現
象
在
駐
-1
研
究
し
日
出

箪
二
班

1

完

七
六

分
岐
と
閉
盛
分
岐
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に
分
瀬
L
i1
'

即
ち
内
山
分
岐
に
お
い
て
げ
曲
起

す
る
山
脈
の
川
幅
は
山
脈
雅
の
中
火

部
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お
',
て
純
小
し
山
脈
の
端
に

お
い
l,J
火
と
な
る
の
に
､
閉
瀦
分
岐
,1
お
い
て
孤
恕
す
る
山
脈
翻
り
両

端
が
非
神
仙
件
の
甘
い
地
軸
に
よ
っ
て
妙
げ
ら
れ
各
山
脈
の
間
帽
は
中

央
部
で
腐
-
末
端
部
で
碑
鵜
ず
る
の
で
あ
る
.
桝
の
如
i
J揚
舟
に
は
山

脈
郡
S
l光
行
が
従
妹
的
で
あ
る
｡
之
に
成
し
･E
山
分
岐
で
は
山
脈
群
の

曲
率
が
中
央
部
で
放
火
で
あ
る
｡

付
は

V
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a
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n
ね
分
岐
と
辞
す

こ
と
が
速
常
で
あ
る
の
否
か
ほ
越
だ
凝
問
で
或
は
北

盤

と
で
も
評
す
べ

き
も
の
で
は
な
か
ら
う
か
O
･5
ち

V
irg
a
u
･'
ほ
小
枝
の
集

っ
た
状
況

或
は
｢
納
み
な
す
L
神
曲
山
脈
即
ち
的

光
山

脈
部の
窓
と
す
べ
き
で
は
･T3

カ
ら
う
か
｡

迎
銑
(K
e
ttu
n
g
)
と
は
-
ヒ
ト
油
1
7

エ

ソ
の
米
:=34:地
貌
諭
に
於

い

て
時
期
な
炎
.に
し
て
生
じ
た
泰
髄
と
支
那
山

系
と
が
粋
び
付
-
状
況
に

附
し
た
･名
桝
で
あ
る
0
才
ユ
ゥ
ス
ほ
地
貌
諭
節
凹
塔
に
於
い
て
同
時
油

に
故
iJ
i
i
二
つ
の
山
脈
が
嗣
端

州
接
し
て
Ⅴ
形
私
描
-
封
州
と
鰐
別
す

る
に
-
ヒ
ト
油
1
7
エ
ソ
の
附
し
た
=
の
名
和
払
拭
用
し
た
o
こ
れ
は

デ
ー
ナ
が
地
向
斜
と
北
ハに

散
即
し
た
地
向
斜
性
山
脈

(G
=o
sl,n
c.in
a
l

c
h
ain
)
み
略
し
て
山
脈

(C
h
a
i
Ll)
と
呼
び
､
=
れ
在
韓
し
て
'

山
脈

(K
ette)
と
租
す
る
も
の
と
は

別
で
二
山
脈
の
迎
蹄
の
窓
で
迩
銃
と
辞

す
る
よ
り
は
正
妃
に
拙
合
と
許
し
た
方
が
よ
い
｡
(
H
)


